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第 5 章では，放電によるレーザ一励起，振動緩和，増幅の 3 つの過程を含んだ計算機シミュレーショ
ンに関する研究について述べ，第 4 章で得られた結果をシミュレーションコードを用いて解析している。




















を得るため，飽和増幅後の振動緩和，利得回復過程を詳細に調べている。 100 ns 以下の短時間で
70%以上の利得回復が見られ，この過程がレーザー下準位， (010) 準位緩和によることを明らかに
している。小型の多重パス増幅システムにより最大効率， 7.85ぢ，シングノレパス増幅の 5 倍の効率を
達成し，最適化 lとより実用炉に必要とされる効率10労以上のシステム実現の可能性を実証している。




(5) メガジューノレ級核融合炉用炭酸ガスレーザーの基本ユニットとしての 100kJ システムの最適設計を，
開発したシミュレーションコードを用いて行っている。レーザーガス成分，圧力，励起放電パラメー
ター，光学システム等に関する最適化を行い， CO 2 : N 2 : He = 1 : 1 : 1 , 2.4 気圧で効率12%が得
られている。乙のとき，主放電々源は1.4MV ， 430kA , 0.9MJ ，電子銃電源は 500 kV , 0.26 
A/cmヘ放電安定化磁場 500 ガウスである。
以上のように本論文は高出力，高効率炭酸ガスレーザーの最適設計に関する有用な多くの知見を得て
おり，その成果はレーザー工学，核融合エネルギ一開発の進展に寄与する所が大である。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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